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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

11月27日（水）～29日（金）の３日間、３学年が学習合宿を実施しました。場所は、夏の６学年同様、ロイヤ

ル胎内パークホテルです。ねらいは、中学校の学習内容を確実に身に付けること。３日間をとおして、全国の高

校入試問題にチャレンジします。「問題演習→自己採点→解説の受講」の流れで、自分の学習上の課題を探し、最

終日のテストで達成度を確認します。この合宿を境にして、いよいよ高等学校の学習に取り組むことになります。

合宿後のアンケート 〔あなたにとって、勉強とは何ですか？〕

・成果が目に見えるもの（たった２日間、集中して取り組んだだけで、３日目のテストの結果が大幅に上がったから）・メンタ

ル強化ができるもの（だらけたり、ゲームしたり…というモードから、皆でやり抜くというモードで合宿できたから）・一生の

パートナー（永遠に離れられない、人生を支えてくれるものだから）・自分との闘い（諦めるのも、頑張るのも自分次第だか

ら）・将来のための必須アイテム（将来の自分を大きく左右するものだから）・集中すれば楽しいもの（入試問題を解いてい

るとき、楽しいと思える時があったから）・武器を得ること（武器は多く持っている方が、敵を倒しやすいから）・将来への蓄

積（たくさん勉強すれば、将来なれるものの幅が広がるから）・発見（できない所や苦手な所を発見し、見直すことができ

るから）・やればやるだけ力になるもの（１日目、２日目でがんばった分、３日目に力になったと感じたから）・自分を知ること

（自分がどれくらいできるのかとか、自分はどれくらいできていたのかとか、分かるから）・サーフィン（波に乗れば乗るほど、

いろんなことが勢いよくできるから）・ごはん（１日３食食べることと同じように、しなければいけないことだから）

各講座・自主学習における生徒の様子（一人一人の集中が学年全体に拡がっていきます。）


